
　

本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
す

る
社
会
科
学
系
の
研
究
を
実
施
す
る
機

関
に
と
っ
て
、
揃
え
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
わ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
コ

ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
紹
介
し
た
い
。
選

択
の
基
準
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
年
以

上
継
続
出
版
さ
れ
、
筆
者
が
所
属
す
る

ア
ジ
研
図
書
館
で
最
低
五
年
以
上
雑
誌

記
事
索
引
の
採
録
対
象
と
な
っ
た
雑
誌

で
あ
る
。
便
宜
上
、
学
術
誌
、
ニ
ュ
ー

ス
報
道
誌
、
ビ
ジ
ネ
ス
誌
の
三
つ
の
範

疇
に
分
け
て
解
説
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
誌
名
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
を

避
け
る
た
め
に
表
1
の
ア
イ
テ
ム
番
号

を
使
用
す
る
。

●
学
術
誌

　

ま
ず
、
広
く
社
会
科
学
全
般
を
対
象

に
論
文
を
掲
載
す
る
三
誌
を
紹
介
し
た

い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
科
学
院
（
Ｌ
Ｉ
Ｐ

Ｉ
）
が
発
行
す
る
⑧
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

社
会
」
は
、社
会
科
学
の
中
で
も
社
会
、

文
化
、
人
類
学
方
面
に
強
い
雑
誌
で
あ

る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
域
社
会
が
抱

え
る
諸
問
題
に
関
し
、
様
々
な
専
門
分

野
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

　

一
民
間
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
経
済
社
会
調

査
教
育
情
報
協
会
（
Ｌ
Ｐ
3
Ｅ
Ｓ
）
が

一
九
七
一
年
か
ら
九
八
年
ま
で
発
行
し

て
き
た
⑨
「
プ
リ
ズ
ム
」
は
、
二
〇
〇

九
年
に
復
刊
し
た
。
同
誌
は
か
つ
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
知
識
人
の
知
性
レ
ベ
ル

を
反
映
す
る
雑
誌
と
も
い
わ
れ
、
月
ご

と
に
政
治
、
経
済
、
社
会
関
連
の
特
集

を
組
ん
で
最
新
の
研
究
成
果
を
発
表
し

て
い
た
。
月
刊
か
ら
季
刊
へ
と
変
わ
っ

た
が
、
特
集
テ
ー
マ
の
選
択
や
執
筆
陣

の
構
成
は
当
時
の
レ
ベ
ル
を
保
っ
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。
①
「
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の

分
析
」
は
公
共
政
策
を
研
究
対
象
と
す

る
民
間
研
究
所
の
機
関
誌
で
あ
る
。
政

治
、
経
済
、
社
会
、
国
際
関
係
の
分
野

で
政
策
提
言
に
直
結
す
る
論
文
を
掲
載

し
て
い
る
。

　

経
済
学
の
分
野
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
大
学
経
済
学
部
経
済
社
会
研
究
所
が

出
版
す
る
④
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
と

金
融
」
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
本
格
的
論

文
を
掲
載
し
続
け
た
実
績
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
国
立
情
報
学
研
究
所
の

総
合
目
録
で
調
べ
る
と
、
日
本
国
内
で

も
所
蔵
機
関
が
一
六
機
関
も
あ
る
。
二

〇
〇
三
年
以
降
は
英
文
論
文
の
み
を
掲

載
し
て
お
り
、
世
界
を
市
場
と
す
る

ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。

　

比
較
的
新
し
い
雑
誌
と
し
て
は
中
央

銀
行
が
出
版
す
る
②
「
金
融
経
済
・
銀

行
雑
誌
」
が
あ
る
。
計
量
経
済
学
を
適

用
し
た
金
融
部
門
の
研
究
成
果
を
調
べ

る
に
は
欠
か
せ
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で
あ

る
。
Ｌ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
の
経
済
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
が
出
す
⑥
「
経
済
・
開
発
ジ
ャ
ー

ナ
ル
」
も
、
発
刊
後
一
九
年
と
比
較
的

新
し
く
、
国
内
の
研
究
者
た
ち
が
開
発

問
題
の
ど
の
よ
う
な
側
面
に
注
目
し
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

経
営
学
の
分
野
で
は
、
二
〇
〇
七
年

ま
で
月
刊
ベ
ー
ス
で
発
行
さ
れ
て
い
た

⑦
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
企
業
家
経
営

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
が
代
表
的
と
い
え
る
。

最
先
端
の
経
営
学
理
論
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
適
用
し
た
論
文
が
多
い
。
人
口
学

に
関
し
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
経
済

学
部
人
口
学
研
究
所
発
行
の
⑪
「
人
口

学
ニ
ュ
ー
ス
」が
、保
健
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
含
む
最
新
の
テ
ー
マ
と
イ
シ
ュ
ー
を

取
り
上
げ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
出
版
さ
れ
る
学
術

誌
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
出
版
年
よ
り

も
一
～
二
年
遅
れ
て
出
版
さ
れ
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。
発
行
頻
度
も
表
1
に

あ
る
よ
う
に
多
く
て
隔
月
刊
、
少
な
け

れ
ば
年
二
回
だ
が
、
し
ば
し
ば
合
併
号

で
年
一
回
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
し
か

し
、同
国
の
研
究
動
向
を
知
る
う
え
で
、

こ
れ
ら
の
学
術
誌
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
入

手
は
不
可
欠
と
い
え
る
。

●
ニ
ュ
ー
ス
報
道
誌

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
実
情
と
発
展

の
方
向
性
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

の
が
優
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
報
道
誌
で
あ

る
。
そ
こ
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
雑
誌
は

⑩
を
お
い
て
な
い
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
動
向
を
追
う
に
は
、
新
聞
は
﹃
コ
ン

パ
ス
﹄
一
紙
、
雑
誌
は
﹃
テ
ン
ポ
﹄
だ

社
会
科
学
関
連
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

コ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル

特 集
アジア地域研究と雑誌
―『コア・ジャーナル』を語る―

高
橋
宗
生
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け
あ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
極
端
な
研
究

者
の
声
が
あ
る
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
報
道

に
信
頼
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ス
ハ
ル
ト
政
権
の
草
創
期
に
生
ま
れ

た
同
誌
は
、
創
刊
以
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
代
表
す
る
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
と
し
て

の
地
位
を
着
実
に
築
い
て
い
っ
た
。
政

権
末
期
に
発
禁
の
憂
き
目
に
遭
っ
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
報
道

し
続
け
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め
た
。

政
権
崩
壊
後
復
刊
し
、
二
〇
〇
〇
年
か

ら
は
、
英
語
版
も
出
版
し
始
め
た
。

　

同
誌
は
時
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴

史
を
築
い
た
政
治
家
、
思
想
家
、
活
動

家
ら
に
関
し
、
新
た
な
評
価
を
投
げ
か

け
る
。
二
〇
〇
八
年
五
月
の
「
民
族
覚

醒
の
日
」
を
記
念
す
る
特
集
に
お
い
て

は
、
同
国
が
誇
る
政
治
家
、
思
想
家
、

作
家
ら
に
加
え
、
外
国
人
研
究
者
の
代

表
的
著
作
を
現
代
の
視
点
か
ら
紐
解
い

た
。
こ
の
よ
う
に
現
在
だ
け
で
な
く
過

去
に
も
目
を
凝
ら
し
、
厚
み
の
あ
る
報

道
を
行
う
点
も
他
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
誌

に
み
ら
れ
な
い
特
質
で
あ
る
。

　

次
に
紹
介
す
る
⑤
「
正
義
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
は
、
そ
の
名
前
ど
お
り
、
法
律
や

社
会
・
政
治
問
題
に
鋭
く
踏
み
込
む
。

利
害
関
係
者
に
対
し
万
遍
な
く
聞
き
取

り
調
査
を
実
施
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
を
多
数
掲
載
す
る
。
法
律
を
め
ぐ
る

諸
問
題
、
汚
職
疑
惑
事
件
、
各
種
紛
争

事
件
の
報
道
に
あ
た
り
、
複
数
の
語
り

手
を
通
し
て
問
題
の
所
在
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
。
一
例
と
し
て
、
二
〇
一
一

年
一
二
月
一
一
日
号
で
は
、
汚
職
容
疑

者
と
な
っ
た
民
主
主
義
者
党
幹
部
が
絡

ん
だ
事
件
の
報
道
に
お
い
て
、
政
治
家

か
ら
は
国
会
副
議
長
と
国
会
内
法
律
担

当
委
員
会
委
員
、
法
律
家
か
ら
は
容
疑

者
の
弁
護
士
と
汚
職
撲
滅
委
員
会
の
ス

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
取
り

を
行
い
、
各
一
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
手
法
は
、
一
つ
の
事
件
が
立
場

の
異
な
る
人
々
の
視
点
か
ら
み
る
と
ど

う
見
え
る
か
と
い
う
点
で
、
読
者
の
知

的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
。
ま
た
人
権
問

題
に
対
し
て
も
敏
感
に
取
材
を
進
め
、

他
の
雑
誌
が
取
り
上
げ
な
い
事
件
の
報

道
も
多
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
（
二
〇
一
二
年
一
月
一
〇
日
）
す
る

と
、
フ
ル
テ
キ
ス
ト
か
つ
無
料
で
過
去

一
年
分
ほ
ど
の
記
事
が
読
め
る
の
も
魅

力
の
一
つ
で
あ
る
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
誌

　

こ
の
分
野
の
雑
誌
は
種
類
も
多
く
、

最
近
はGlobe Asia

の
よ
う
な
財
閥
系

英
文
誌
の
参
入
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
当
館
で
は
一
九
八
五
年
か
ら

九
五
年
ま
でSw

asem
bada

誌
を
、
一

九
八
九
年
か
ら
今
日
ま
で
⑫
「
経
済

ニ
ュ
ー
ス
」
を
購
読
し
て
い
る
。
後
者

の
特
徴
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
最
新

の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
提
供
す
る
と
こ
ろ

に
あ
ろ
う
。
地
方
の
投
資
環
境
に
加
え

て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
企
業
幹
部
、
若
手
企
業

家
た
ち
の
動
向
を
知
る
の
に
も
役
立

つ
。
現
物
を
手
に
取
る
と
、「
財
政
が

裕
福
な
都
市
ベ
ス
ト
五
〇
」、「
企
業
役

員
報
酬
ベ
ス
ト
一
〇
〇
」、「
二
〇
一
〇

年
理
想
企
業
ベ
ス
ト
二
〇
」
な
ど
の
文

言
が
派
手
に
各
号
の
カ
バ
ー
を
飾
っ
て

い
る
。
ま
た
、
企
業
や
政
府
機
関
の
Ｉ

Ｔ
化
の
進
み
具
合
に
も
メ
ス
を
入
れ
、

独
自
の
採
点
方
法
で
評
価
を
行
う
。
優

秀
な
企
業
や
政
府
機
関
に
は
「
電
子
企

業
賞
」
や
「
電
子
政
府
賞
」
な
ど
を
授

与
し
、
毎
年
誌
上
で
発
表
す
る
。
毎
回

の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
るe-com

pany

シ

リ
ー
ズ
に
は
Ｉ
Ｔ
化
に
取
組
む
企
業
の

実
情
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

③
は
、
週
二
回
発
行
さ
れ
る
英
文
版
と

と
も
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
の
最
新

ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
て
き
た
。
各
種
経
済

指
標
に
加
え
て
、
経
済
関
係
法
律
・
法

令
や
中
央
官
庁
の
省
令
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
強
い

助
け
と
な
ろ
う
。

（
た
か
は
し　

む
ね
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

図
書
館
資
料
整
理
課
）
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